
令和６年度の事業結果と評価概要
評価実績評 価 指 標介入者対象者

①介入 48人（89.6％）
②改善・維持 43人（79.6％）

悪化 5人（10.4％）
③治療開始 １人

①対象者への介入率 [目標80%]
②介入前後の検査値変動（体重、血圧等）または生活習慣
改善有無 [目標維持改善率60%]

③対象者のうち、治療開始につながった人

53人61人糖尿病性腎症
重症化予防

ハイリスク
アプローチ

医療につながった 5人 (100％)専門医紹介や治療開始につながった５人５人

100.0％
治療開始3･専門医紹介2･経過観察2
服薬調整5

医師との連携による治療状況 [目標80％]12人12人
その他の生活習慣病等
重症化予防

治療状況の把握 9人（100％）
治療開始２対象者への介入率 [目標100%]9人9人

100％健康状態不明者のうち訪問等で状況確認できた割合69人69人健康状態不明者

①44か所(100％)85回681人
②R5:70.9%/R6:84.8％

①実施回数・参加者数
②介入前後の生活習慣改善有無 [目標･維持改善率60％]681人44

ｸﾞﾙｰﾌﾟ健康教育・健康相談

ポピュレー
ションアプ
ローチ

該当者32人に訪問を実施体力測定及び基本チェックリストによりフレイル状態に360人44
ｸﾞﾙｰﾌﾟ

フレイル状態の把握

３地区の老人福祉センター等にて健康相談を実施した1,422人3
グループ

気軽に相談できる環境づくり

・医療機関との連携により、治療状況の把握につながった。
・何回訪問しても不在で介入できない方もいるため、その対策を検討する必要があると感じている。
・訪問の際、高齢者支援センターとの連携が必要なケースが多いため、事前に情報を共有し訪問することができた。
・引き続き、広報連載等により広く普及啓発を図ることで、事業への理解を促進し一定程度の理解を得ることができた。

事業の広がり ※様々な意見がでました
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①ベジメータを活用
※ベジメータとは、皮膚カロテノイ
ドを測定することで、日頃の野菜摂
取状況を把握できる機器

自分の野菜摂取量を見える化し、食
習慣の改善を図る。

生活習慣病発症・重症化予防

看護大との連携によるｅスポーツ体験

R６年度も昨年に引き続き取り組んでいます

令和６年度結果（R5年度～実施）
85会場 5,226名に測定した結果
平均ベジスコア384 推定野菜摂取量303ｇでした。
目標の350ｇに及ばない現状です。

※冬場に推定野菜摂取量が増加傾向にあります

③ｅスポーツ体験
外出機会の創出と高齢者等の交流や生きがい
つくりを促す

3会場 57名に実施
看護大学との共催事業で実施

歯周疾患検診の拡充（R5~)
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推定野菜摂取量350ｇ未満
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ベジメータ測定結果判定の分布 R6敬老会

（392人）

A.非常に良い値です

B.頑張っています

C.まだ少し不足ぎみです

D.野菜が不足気味です

E.非常に野菜が不足しています

推定野菜摂取量 350ｇ
以上 22.9％


